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平成 25 年 7 月 12 日(金)午後 1時 30 分から午後 5
時 30 分までノ―トルダム清心女子大学・中央棟
649ND(4 階)で菊永茂司先生のお世話で開催された。   




















局から会務報告があった。会務報告は平成 25 年度第 
1 回理事会の記載内容(74～76 頁)を参照下さい。 










































ワトリ筋ジストロフィー原因遺伝子 (AM: abnormal 
muscle) は第 2 染色体 q 腕上の約 4 Mbp の領域に存
在することが示唆された。そこで我々は新たにニワ
トリ筋ジストロフィーF2 リソースファミリーを作成
し、AM 遺伝子の探索を行った。F2 個体 487 羽及び新
規開発 DNA マーカー22 個を用いたハプロタイプ分析
により、ニワトリ筋ジストロフィー遺伝子の候補領



















野生型 WWP1 遺伝子の過剰発現に伴い MyHC Ia 遺伝子
の発現は増加し、MyHC IIb 遺伝子の発現は減少した。
変異型 WWP1 遺伝子を導入した細胞では、野生型 WWP1
















Mechanism for sexual dimorphism in feathers of chickens 
木幡衣惠 1、深尾彩加 1、平井彩乃 2、高橋純夫 1,2、



















た。また、 成鶏雄に 17β-estradiol を投与すると、成
鞍部には暗い茶褐色の雌型羽が生じ、 Asip class1 
mRNAの発現も低下していた。一方、成鶏雌へのDHT






































に明らかとされている。Tdrd12 は tuder ドメインを
持つタンパク質の遺伝子の一つであるが、その減数
分裂における機能は未だ明らかにされていない。












【方法】4 日齢、8 日齢、10 日齢、12 日齢、14 日齢、
12 週齢の repro23 ホモ個体と正常個体の精巣 RNA
を用いてリアルタイム PCR 法により精巣における
レトロトランスポゾンであるLine-1と IAPの発現解
析を行った。続いて、8 日齢、10 日齢、12 日齢、14









【結果】リアルタイム PCR を行った結果、Line-1 
ORF2 領域の mRNA は 14 日齢にて、IAP Gag の
mRNA は 8 日齢、10 日齢、12 日齢にて repro23 ホ
モ個体の精巣における発現が正常個体と比較して有
意に増加していた(p<0.05)。蛍光免疫染色の結果、
Line-1 ORF1 抗体を用いて染色を行ったものの 10

































































































































常マウス、アカタラセミアマウス(週齢 10 週)を各 2
































 調査は、岡山理科大学自然植物園にて 2013 年 1 月







には Jolly-Seber 法を用いた。 
＜結果と考察＞ 
 全調査期間を通して、雄 6 個体，雌 3 個体の計 9
個体が捕獲され、内 4 個体は死亡した。調査地の個
体数は、1≦N≦4（N は個体数）であった。雄の繁殖





































































 平成 25 年 12 月 13 日(金)午後 1時 30 分から午後 
























































































































































































実験動物福祉  ―主観で語る覚悟を― 









































































      平成 25 年度第１回理事会 






13:30 から 17:30 まで岡山大学・教育学部本館 407
号室(4 階)で河田哲典先生(岡山大・教育学部)のお世
話で開催された。一般講演 6 題、特別講演 2 題、懇















③役員の選任：会則 第 6 条(役員)・第 7 条(役員の





















⑦日本実験動物技術者協会 第 47 回総会 in 晴れの
国 岡山(平成 25 年 9 月 27 日～28 日、川崎医療福祉
大学で開催、本研究会常務理事の矢田範夫氏が大会
事務局担当)に協力する。研究会 HP トップページに 
掲載案内、第 64 回研究会で開催の案内をした。 
⑧理事会の開催(2 回)：第 63 回(6 月 29 日)、第 64
回研究会開催日(11 月 30 日） 
⑨拡大常務理事会の開催(2 回)：5月 10 日、10 月 24
日) 
２．平成 24(2012)年度の会計報告 
平成 24(2012)年度(1 月 1 日～12 月 31 日)の会計 
収支報告:収入の部として前年度繰越金 476,045 円、 
会費(41 人 71 口) 71,000 円、賛助会費(9 社)270,000 
円、寄付金(倉林 譲先生)5,000 円、寄付金(河田哲典 
先生)12,707 円、寄付金(三谷惠一先生)340 円、郵便 
貯金利子33円となり、収入総額は835,125円、一方、 
支出の部として印刷費(第 28 号会報)159,978 円、通 
信費 42,970 円、第 63 回研究会謝金 20,000 円、補助 
40,000円、第64回研究会謝金60,000円、補助100,112 
円、雑費 21,137 円となった。なお、雑費の内訳は振 
替手数料、編集作業代、収入印紙、表彰状・筒、文 
具類などである。支出総額は 444,19714 円で、残高 
は 390,928 円であった。会計収支決報告書は平成 25 
年 3 月 8日に監事の先生方によって会計監査を受け 
た。     
３．平成 25(2013)年度の活動経過と活動計画 




演 6 題、特別講演 1 題、懇親会が企画されている。



















年 1 月初旬に贈呈(送付)する。三谷先生は平成 24 年
12 月末日まで会長職のため。 







   藤田明士氏(㈱クラレ・新事業開発本部) 
      阿部浅樹氏(岡山大大学院・環境生命科学研
究科・動物生理学) 
株式会社アニマルケア様(賛助会員) 
⑥日本実験動物技術者協会 第 47 回総会 in 晴れの 
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国 岡山(平成 25 年 9 月 27 日～28 日、川崎医療福祉
大学・川崎祐宣記念講堂・現代医学博物館で開催)に
協力する。 
⑦理事会の開催(2 回):第 65 回(7 月 12 日)、第 66 回
研究会の開催日 







平成 25(2013）年度(1 月 1 日～7月 10 日)の会計収
支中間報告:収入の部として前年度繰越金 390,928 
円、会費 38,500 円、賛助会費 210,000 円、寄付金(猪
貴義先生)100,000 円、郵便貯金利子 11 円、収入総額
は 639,439 円となり、一方、支出の部として、印刷
費(第 29 号会報)199,867 円、通信費 19,590 円、第
65 回研究会費謝金 0 円、補助 40,000 円、雑費(振替
手数料)1,570 円、支出総額は 261,027 円で、残高は
378,412 円である。 
５．平成 26(2014)年度の活動計画 













⑤ホームページの益々の充実     
⑥会員の拡大       









平成 25 年度第 2 回理事会 
 平成 25 年 12 月 13 日(金）12:30 から 13:00 まで岡





①研究会の開催(2 回):第 65 回研究会は 7 月 12 日
(金)13:30 から 17:30 までノ―トルダム清心女子大
学・中央棟 649ND(4 階)で菊永茂司先生のお世話で開
催された。一般講演 6 題、特別講演 1 題、懇親会が
企画された。第 66 回研究会例会は 12 月 13 日
(金)13:30 から 17:15 まで岡山理科大学・創立 50 周
年記念館・4階多目的ホールで織田銑一先生のお世話
で開催された。特別講演4題と交流会が企画された。 
②会報第 29 号を 4 月に発行し、5 月に会員に送付し
た。岡山大学学術成果リポジトリ等へのコンテンツ
登録および公開を延長、継続するとともに医中誌刊
行会並びに JST 知識基盤情報部へ会報を贈呈した。 
研究会報(第30号)は平成26年3月発行を目指し、
編集作業を開始した。｢あいさつ｣、｢特別講演要旨｣、
















   安藤元紀氏(岡山大大学院・教育学研究科) 
     山下広美氏(岡山県立大学・保健福祉学部) 
     松山 誠氏(重井医学研究所) 
※山下氏、松山氏は第 66 回研究会当日(12 月
13 日)に入会いただいた。 
退会:小野謙二氏(岡山大学名誉教授)    
⑤弔電:本会員の小野謙二氏が 8月 18 日に御逝去 
⑥日本実験動物技術者協会 第 47 回総会 in 晴れの 
国 岡山の開催に協力した。研究会のトップページに
第 47 回総会ホームページへのリンクを作成。 
⑦第66回研究会例会の案内送付:日本実験動物学会、
地区研究会、中国四国の国立大学動物実験施設宛 
⑧理事会の開催(2 回):第 65 回研究会(7 月 12 日)、
第 66 回研究会例会(12 月 13 日) 
⑨拡大常務理事会の開催(2 回):5 月 9 日、11 月 6 日 
３．平成 25(2013)年度の会計中間報告 
平成 25（2013）年度(1 月 1 日～12 月 6 日)の会計
収支中間報告:収入の部として前年度繰越金 390,928 
円、会費 50,500 円、賛助会費 240,000 円、寄付金(猪
貴義先生)100,000 円、寄付金(菊永茂司先生)8,186
円、郵便貯金利子 17 円、収入総額は 789,631 円とな
り、一方、支出の部として、印刷費(第 29 号会
報)225,067 円、通信費 27,990 円、第 65 回研究会費
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謝金 0円、補助 40,000 円、第 66 回研究会謝金 10,000
円、補助 50,000 円、雑費(振替手数料)2,230 円、支
出総額は 355,287 円で、残高は 434,344 円である。 
４．役員の選任 
 平成 25～26 年度役員は第 64 回研究会(平成 24 年 
11 月 30 日開催)の理事会、総会で承認を得て、これ 
まで会務、実務を担当してきたが、監事の菊永茂司 
先生(ノ―トルダム清心女子大学)から委員交代のお 
申し出があった。平成 26 年度は役員の選任が予定さ 
れていることから、当面、菊永茂司先生の残任期間 
(平成 26 年度)をお願いする。 
監事 林 泰資先生(ノ―トルダム清心女子大学・大
学院人間生活学研究科)   
５．投稿規程の改正 
 【現行】 
























 ○第 67 回研究会 会員持ち回り会場 
  世話役：樅木勝巳先生・矢田範夫氏（岡山大・ 
自然生命科学研究支援センター・動物
資源部門） 
日 時：7月 11 日(金) 13:30～17:30 
  12:00～18:00 (予約済) 
会 場：マスカットキューブ(地域医療人育成セ
ンター岡山) (予約済)  
  岡山大学鹿田キャンパス内 





○第 68 回研究会                   
  日 時：11 月下旬～12 月上旬(金)を予定 
    会 場： 岡山理科大学・50 周年記念館(予定) 
     企 画： 特別講演、記念講演など計 3～4 題、 
交流会 
②研究会報の発行・編集・製本など 
○第 30 号の発行（3 月予定）、会員への送付(4
月予定)、第 31 号の編集    
  ○会報の製本（第 25 号～第 30 号）5 月予定 4
冊うち 2冊寄贈(猪 貴義先生・国会図書館) 
○会報の大きさ変更(現在の B5 版⇒A4 版、第 31











⑦理事会の開催（2回）第 67 回(7 月 11 日)、第 68
回研究会  開催日  
⑧拡大常務理事会の開催（2 回） 研究会開催日の










収入額は会費 66,500 円で、寄付金(織田銑一先生) 
5,456 円、収入総額は 811,087 円となった。 
一方、支出額は変更がなく、支出総額は 355,287 円 
であり、残高は 455,800 円となった。 
今年に入って、平成 25 年度の会計収支報告が作成 
された。平成 26(2014)年 2 月 3 日、4 日の両日、監
事の先生方によって会計監査を受けた。 
